金融機関の０８年度決算と今後のビジネスモデル ～地域金融機関編～
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１、地域銀行の08年度決算
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２、地域銀行の今後のビジネスモデルの行方
●地域銀行の強みと役割は？

●地銀を取り巻く今後の経営環境　（２～３年）



引用：www.asahi.com/special/08017/TKY200812110261.html

●今後の地銀経営の方向性







≪ドイツの成功事例≫
経営上は分離している貯蓄銀行が、事務処理や決済機能を、「ドイツ貯蓄銀行協会」に

サービスプロバイダーを委託し、スケールメリットを発揮するに足る業務量を確保できる。
具体的には、特定の商品やサービスを提供する、合弁会社を設立するなど。

これにより、各地銀の独立した経営体制や営業基盤を崩さない形での銀行間の協業方法の検討が可能。


　　参考文献

・『週刊金融財政事情』　株式会社きんざい
・『月刊金融ジャーナル』　金融ジャーナル社　

・全国地方銀行協会HP
＜発表を終えて＞

まず、自分の不注意でデータを消してしまい、不十分な内容の発表となってしまった事をお詫びします。

余裕を持って発表の準備をしなかった事が原因なので、次回から時間的に余裕を持って準備し、発表に望みたいと思います。

論点に関しては、M＆Aにも収益にプラスとなるメリットがあることや、ドイツと日本の環境の違いをもう少し深く勉強すべきだったと反省しています。ただ、合弁型の銀行統合は個人的には賛成なので、今後も地銀の動きを追って行きたいと思います。

★論点　地銀同士の提携の手段として、合弁型の提携はどうか？





・地銀の持つ、顧客との関係を壊すリスク


　を孕んでいる。











今後の地銀には、地域金融の円滑化によって地域経済の再生する、という従来の役割を果たしながらも、都道府県を越えた規模の利益の追求など、新たなビジネスモデルの採用が不可欠である。また、収益源が限られる地銀は、不景気の影響を受けやすいので、今後は再び発生した場合にも収益をあげられるように、長期的視点に立った経営の採用が求められる。














公的支援スキームを活用する。


リスクテイクの重心を、市場リスクから信用リスクに移す。


中長期的な安定の為に、「規模の利益」の獲得を目指す。








事務処理コストの削減、システムの共同化など、スケールメリットを生みにくい。








本業（貸出）利益の減少





地銀の経営環境は厳しいものとなる！


従来の業務を強化するのはもちろん、新たな収益源となる


長期的なビジネスモデルの確立が必要！








地銀の業績悪化要因





競争の激化


・ゆうちょ銀行の住宅ローン、中小企業向け貸出への進出











預貸金利収入の縮小と、投資信託の販売不振


・低利率、株式市場低迷による販売低迷











貸出先の倒産・業績悪化に伴う不良債権処理損失の増加





有価証券関係損失の増加





参考文献：・岩田規久男　『金融危機の経済学』　東洋経済新報社、2009年　・『やさしい日経経済用語辞典』　日本経済新聞社　


　・日経テレコン２１　・YUCASEE MEDIA（ゆかしメディア）－「初心者の為の空売り」� HYPERLINK "http://media.yucasee.jp/" �http://media.yucasee.jp/�　








企業向け貸出の減少懸念


・大企業は、当面は貸出増加の見込みだが市場回復後は逆戻りする可能性


・中小企業向けは、政府による「緊急保障制度」により貸出増加が見込まれる。





日本において、今後進むであろう地銀の再編に、活かすことはできないであろうか？





直接金融市場から資金調達が困難 → 間接金融への回避による。





提携





「地域の隅々まで金融サービスを行き渡らせること－すなわち、『地域の金融ニーズ』に的確に応えていくこと」


「地域に根差し、地域とともに生きる地方銀行としては、地域経済の活性化を図ることが、


今求められる最も重要な役割」　　　　　　　　　　	全国地方銀行協会　副会長専務理事　福田誠 氏





Ｍ＆Ａ





これまでの日本における、地銀の協業・提携関係は、「М＆Ａ」と「提携」のみ。











